天声人語
大阪の通天閣の話をつい先日書いたばかりだが、ここの展望台には幸運の神様「ビリケンさん」がいて、名物である。とんがり頭でつり目の不思議な顔。もとは米国生まれのマスコットというが、明治末から日本でも人気だった。
▼その容貌（ようぼう）が似ていたことから、大正時代の寺内正毅首相は「ビリケン寺内」と呼ばれた。ビリケンは「非立憲」という音にかけている。陸軍長老で、閣僚に政党人が一人もいない「超然内閣」だったから、立憲主義にもとると見られたのだろう。
▼憲法学界の大御所、樋口陽一・東大名誉教授はきのうの記者会見で寺内のあだ名に触れ、「立憲という言葉は、当時の帝国臣民にも耳慣れない言葉ではなかった」と語った。非立憲とは、政党が藩閥政府を攻めるときの「決め言葉」だった、と
▼樋口さんを代表とする「９６条の会」発足した。安倍首相が掲げる憲法９６条改正に反対する会である。そうそうたる憲法学者、政治学者らが発起人に名を連ねる。改憲派の論客、小林節・慶大教授も加わった。立場を超えて現状を憂える。
▼憲法とは政治権力が勝手をしないよう国民の側から縛っておくための約束事なのに、それを都合よく変えやすくしようと権力側が動き出す。これは憲法の存在理由そのものへの挑戦であり、立憲主義の破壊だ、と
▼憲法の基本がビリケン宰相の時代ほどにも理解されていない。それが樋口さんの懸念だろう。８０歳の三浦雄一郎さんも凄（すご）いが、７８歳の樋口さんの奔走にも凄みを感じる。
